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論文内容の要旨

本論文は，知的インタピコーーシステムに関する研究をまとめたもので，以下の 6 章から構成されている。

第 1 章は序論であり，本研究の背景および従来の研究を概説すると共に本研究の目的を述べている。

第 2 章においては，インタピコーの一手法である静的解析を用いたデータベースの論理設計を支援する

知的インタピコーーシステム. 1 2 S-llID について述べている。 1 2 S-LD は 4 種類の質問戦略を用いてデ

ータベースの発注者にインタピコーーを実施し，データベースの論理構造を設計する。データベースの論理

設計に適したドメインモデ、ルの表現形式としてプラン構造を定義し，乙の上で推論を行ないながらインタ

ビ‘コーを実施する機構および必要な知識を示している。また，質問戦略を用いてインタピコーを行なうシ

ステムの一般化を試みた SIS の構成についても述べている。

第 3 章においては，動的解析と呼ばれる手法を用いたデータベース構築支援システム I2S-DB につ

いて述べている。 1 2 S -D B は1 2S -L Dの改良版であり，質問戦略を用いたインタビ‘コーに加え，実際

lとデ}タベースを試作して論理設計結果の問題点を発見する動的解析を用いる。乙乙では 1 2S -L Df<::付

加したデータベースを試作するための機構および知識について述べている。また試作したデータベースの

問題点を検出し，インタピコーを通じて修正する方法を述べている。

第 4章においては，インタビューシステムが持つべき学習機能について考察し， I2S-LDIC ドメイン

の知識の学習機能を付加する乙とを試みているo I2S -L D K新しく導入した知識および学習機能につい

て述べ，それらを用いた質問の生成法を示している。学習機能を付加する乙とにより. 12 S ー LD はよく

似た質問の繰り返しを避け，よりインタビ‘ューの対象に密接した示唆を受け手に与えることが可能となる

乙とを示している。
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第 5 章においては，各章での議論を整理し，インタピ司ューシステムの一般アーキテクチャの設計を試み

ている。インタビュー時の質問生成には，インタビューシステムの問題解決機能および学習機能が重要な

役割を担っている乙とを示し，それらに基づいたインタピュ}システムの構成および動作について述べて

いる。

最後に第 6 章は結論であり，本研究の主な成果をまとめ，あわせて今後lζ残された問題について述べて

いるo

論文の審査結果の要旨

本論文は，知識工学の分野で重要な研究課題とされる知識獲得の問題について.知識工学者が専門家に

インタピコ.ーを実施して知識を獲得するという観点から検討を加え，インタピ‘コe ーシステムの構成を通し

てインタピコーーに必要な知識および機能に関して論じたものであり，主として以下に示したような成果が

得られている。

(1) インタピコーにおいて質疑応答を進めるために使われる質問戦略を検討し，データベースの設計を題

材として質問戦略を用いるインタピコーシステムの実現手法を示している。さらに質問戦略を用いたイ

ンタビューシステムの内部機構の一般化を試み，インタビ、コーシステムの対象領域に依存しない枠組を

提案じている。

(2) インタビューによる知識獲得において避ける乙とのできない問題である，獲得された知識内の欠落事

項，誤り等lζ対処するためのものとして，獲得された知識を実際K使用してみることによって以後に続

くインタビューの手掛りを得るという，獲得した知識に関する動的解析の手法を考察している。そして

データベースの設計を題材として動的解析を用いるインタビ・コーシステムの実現手法を示し，その有効

性を確認している。

(3) 人工知能の分野における重要な研究課題の一つで、ある学習に関連する，インタピコ.ーシステムの学習

機能を考察し，インタビューを通して得た対象領域の知識の学習を行うための機構，およびそれがイン

タビ、ューにもたらす効果について検討している。さらにデータベースの設計を題材として，対象領域の

知識を学習する機能を持ったインタビ、ューシステムの実現手法を示し，その有効性を確認している。

(4) 以上のインタピコ，ーシステム花関する問題点の検討を通して，問題解決機能と学習機能がインタピコー

ーシステムにとって本質的な機能であることを明らかにし，今後のインタピ、ューシステム研究の指針と

なる一般ア}キテクチャの提案を行っている。

以上のように，本論文はインタビューシステムに要求される知識，機構および構成法に関して多くの知

見を得ており，情報工学，特に人工知能の分野K寄与すると乙ろが大きい。

よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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